
28

FDI・2018・05

神谷　直亮　

7 Ⅲ」は、今年のレンズ交換式カメラ部門
のワールドプレミアアワードを受賞した。
　一方、プロ向け動画エリアでは、圧倒
的なパフォーマンスを実現する XDCAM

「PXW-Z90」を訴求した。ブースの担当
者によれば、「1.0 型積層 CMOS イメージ
センサー Exmore RS を搭載し、高速オー
トフォーカスと 4K HDR に対応している」
という。

　ニコンは、同社のデジタル一眼レフカ
メラ史上最高の 4,575 万画素を有する

「D850」を前面に押し出していた。ブース
の担当者は、「フォトグラファーの必需品と
して高い評価を受けている」と誇らしげに
語り、「D850 のインターバルタイマー撮
影機能を使えば、8K タイムラプスムービ
ーの制作も可能」と PR に余念がなかった。
これを受けて、0.5 秒のタイムラプスで撮
影した素晴らしい 8K 映像の数々がブース
で披露され注目の的になった。ニコンのも
う一つのアトラクションは、D850 を使っ
て撮影した著名なカメラマンの数々の作品
を紹介する「N シアター」であった。筆者
が訪れた時には、三好和義が撮影した「楽
園を探して」が上映されていた。
　パナソニックは、「GH5S」と「G9」を
盛んに売り込んでいた。ハイエンド・ハ
イブリッド・ミラーレスカメラ「GH-5S」
は、世界初の Cinema 4K/60p 動画記録、

4:2:2 10bit Cinema 4K/30p 動画記録
を可能にした製品で、1 月 25 日に発売し
たばかりという。特長としては、新開発デ
ュアルネイティブ ISO テクノロジーを搭載
したイメージセンサーで高感度画質を実現
している点が挙げられる。「G9」は、ルミ
ックスシリーズで最高画質を誇るミラーレ
スカメラの旗艦モデルで、「20 コマ / 秒の
連写性能を持つ」と強調していた。
　プロ向け動画エリアでは、予想通り 4K
カメラレコーダー「AU-EVA1」の PR が
行われた。5.7K スーパー 35 ミリイメー
ジセンサーを搭載し、4:2:2 10 ビットに
対応できるのが特色である。

　 キ ヤ ノ ン は、4K8K 体 験 シ ア タ ー を
設 営 し て、 同 社 の 4K プ ロ ジ ェ ク タ ー

「4K600Z」による上映を行った。8K カ
メラで撮影したコンテンツは、「2017 年
ルヴァンカップ決勝戦」で、セレッソ大阪
対川崎フロンターレの試合を、150 イン
チのスクリーン 3 面に 6 台の 4K プロジ
ェクターを使って再生していた。ブースの
担当者によれば、「8K カメラ 1 台で撮影
した映像から 3 面を切り出し、キヤノン独
自の技術で変換してシームレスに出力して
いる」という。メリットとしては、マルチ
カメラによる撮影に比べてハンドリングが
容易な点を挙げていた。4K コンテンツは、
60p 内部記録を可能にした CINEMA EOS 
C700 カメラで撮影したという「イタリア
とフランスの世界遺産」で、こちらの方は、
プロジェクター 2 台で上映された。「EOS 
C700」は、4K 120p RAW 出力も実現
するハイエンドな CINEMA EOS カメラの
フラッグシップモデルと言える。
　カメラの新製品に関しては、3 月下旬か
ら販売する予定という「EOS Kiss M」に
注目が集まった。新映像エンジン「DIGIC 8」
を搭載したミラーレスカメラで、エントリ
ークラス向けの一眼レフカメラとして知ら

　今月は、「カメラと写真映像のワールドプ
レミアショー」を旗印に掲げた「CP+（シ
ーピープラス）2018」と災害対策用の衛
星通信システムが紹介された「震災対策技
術展 2018」についてレポートする。

「CP+ 2018」

　3 月 1 日から 4 日まで横浜市のパシフ
ィコ横浜で開催された本展示会については、
本誌 4 月号ですばらしい写真入りのレポー
トがなされているが、あらためて筆者なり
に目に付いた内容を取り上げてみたい。
　まず、今回の特色を挙げると、ミラーレ
スカメラに勢いが感じられた。次いで、ソ
ニー、ニコン、パナソニック、キヤノン、
フジフィルムという 5 大出展社に加えて、
カールツァイスとリコーが VR を紹介し、
DJI がドロ－ンのデモを実施して会場に彩
りを添えた。
　ソニーは、ミラーレスカメラ「α」シリ
ーズのベーシックモデル「α 7 Ⅲ」と昨年
5 月に発売したフラッグシップモデル「α
9」を目玉にして出展した。新製品の「α
7 Ⅲ」は、2,420 万画素 35mm フルサ
イズ裏面照射型 CMOS センサーを搭載し
ており、10 コマ / 秒の連写が可能である。
発売は、3 月 23 日の予定とのことであっ
た。なお、設定を低めにしたにもかかわら
ず上位モデル並みの機能を搭載したこの「α

「シーピープラス（CP+）2018」
「震災対策技術展 2018」

写真1　ソニーは、最新のミラーレスカメラ「α7Ⅲ」
（右）と旗艦モデル「α 9」（左）を出展して来場者
の注目を集めた。

写真2　パナソニックは、ハイエンド・ハイブリッド・
ミラーレス一眼カメラ「LUMIX GH5S」を前面に押
し出していた。
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れる「EOS Kiss」のミラーレス版と言える。
ブースの担当者は、「Kiss M は、フル HD 
60p はもちろん 4K 24p の動画撮影機能
も持っている」と説明していた。
　フジフィルムは、3 月 1 日に発売したば
かりのミラーレスカメラ「X-H1」に焦点
を絞って出展した。フジノン XF レンズ、
2,430 万画素の X-Trans CMOS Ⅱセンサ
ー、X-Processor Pro、5 軸対応ボディ内
手ブレ補正機構、シャッター衝撃吸収シス
テムなどを搭載した同社自慢のカメラであ
る。

　変わったところでは、カールツァイス
が、スマートフォン対応型 VR ヘッドセッ
ト「ZEISS VR ONE Plus」を出展して、
来場者に試遊を促していた。コンテンツは、
インドで撮影したという珍しい 360 度映
像で、価格については、「1 台 1 万 5800
円で販売している」と語っていた。
　リコーは、昨年出展して注目を集めた全
天球カメラのスタンダードモデル「THETA 
SC」に加えて、今回 4K 動画が撮影可能な
ハイスペックモデル「THETA V」を発表
した。4K 動画のフレーム数と連続撮影時
間を聞いて見たら「30fps で 25 分」との
回答であった。同社のブースでは、「THETA 
V」で撮影した 4K コンテンツを「Stealth 
VR」で試遊できるアトラクションも行われ
た。促されるままに試遊してみたら、映像
に 360 度空間音声がリンクして臨場感あ
ふれる VR が楽しめた。
　民生用ドローンと空撮技術で世界をリー
ドする DJI は、今回ミニドローン「SPARK」
で注目の的になった。「楽しさは、ビッグ
サイズ」を謳った「SPARK」は、プロペ
ラを除く寸法が 143 x 143 x 55mm と

超小型で、バッテリーとプロペラを含む重
量は 300g しかないにもかかわらず、フル
HD の映像を 16 分間撮影できる。価格を
聞いて見たら、54,800 円との回答であっ
た。

「震災対策技術展 2018」

　第 22 回を迎えた「震災対策技術展」は、
2 月 8 日、9 日にパシフィコ横浜で開催
され、ソフトバンク、情報通信研究機構

（NICT）、ウェザーニューズが災害対策用の
衛星通信システムを紹介した。
　「つながる安心」を旗印に掲げたソフトバ
ンクは、スラーヤ（本社、アラブ首長国連邦）
のグローバル衛星携帯電話端末「501TH」
と屋内利用を実現するドッキングシステム

「FDU-XT」を出展して、人型ロボット「ペ
ッパー」の力を借りて熱心に売り込んでい
た。最新の「501TH」端末は、コンパクト、
軽量、防水、防塵を誇っており「災害時に
も手軽に安心して使える。天候不良の海や
山でも利用できる。国内で最長約 9 時間の
連続通話が可能」と説明していた。

　情報通信研究機
構は、超高速イン
ターネット衛星「き
ず な（WINDS）」
による災害対策衛
星通信、宇宙天気
予報、技術試験衛
星 9 号機の計画を
3 本柱にして出展
した。「きずな」の
コーナーには、同
衛星の Ka バンドに

☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

対応した車載型アンテナが展示され、現在
まで日本各地で開催された防災訓練で活躍
した数々の様子が紹介されていた。ブース
の担当者は、「衛星を打ち上げてからすでに
10 年がたつが、移動中でも 24Mbps のブ
ロードバンド通信を実現している」と誇ら
しげであった。
　宇宙天気予報のコーナーでは、「太陽から
の光、電波、高温の大気、これらのバリア
ーとなっている地球の磁気圏や超高層大気
が、毎日どのように変化しているかを調べ
て、予報を出している」との説明がなされた。
ユーザーを聞いてみたら「衛星オペレータ
ー、航空会社、電力事業者、短波利用機関
など」とのことであった。
　平成 33 年度に打ち上げが予定されてい
る技術試験衛星 9 号機については、「Ka バ
ンドを利用する 100Mbps 超の高速大容量
通信、100Gbps 級の光通信、変動するト
ラフィックに対応する可変ビームによる中
継などを実現する最高度の技術試験衛星に
なる」と意気込んでいた。

写真 3　ニコンは、デジタル一眼レフカメラ「D850」
を使ってインターバルタイマー撮影した「8K Time-
Lapse Movie」を紹介して脚光を浴びた。

写真 4　カールツァイスは、スマートフォン対応型
VRヘッドセット「ZEISS VR ONE Plus」を出展して、
来場者に試遊を促していた。

写真 5　リコーは、4K 動画撮影が可能
な全天球カメラのハイスペックモデル

「THETA V」を発表した。


